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「第５２回のおがた・こたけ月例マラソン」 

寒さも吹き飛ばす 
  １２月１９日（日）第５２回月例マラソン

は、前日の天気予報で「時々雨か雪のち晴れ」

で雨天が心配されましたが、スタート時点では

曇り、後片付けの頃には予報どおり晴れてきま

した。北寄りの風はやや強くランナーを苦しめ

ました。今回の参加者は130人でした。 

 当日の新規登録者は２６名、地元、宮若市や飯塚市の中高生の参加が多く登録者総数は７１

７名となりました。 

【参加者の声】 

●穂波東中学陸上部（写真左） 

顧問の菅原順子先生「全員で２

２名、持久力アップのため短距

離の生徒も参加。練習の成果を

試すところがなく、この大会は

ありがたいです。２年生の野口

諒真の走りに注目しています」 

 

●橋本浩一さん親子（写真右） 娘さん（和奈）と

一緒に参加。小学５年生で１０㌔に挑戦、「目標は

５０分でしたのでよかったです」（記録は48分26

秒でした） 

●北九州マラソンでの完走めざす下記のランナー

４人は、今年２月以降の月例皆勤で、来春の北九州

マラソンに出場予定です。 

★小坪寛さん（写真左上）「毎月開催してくれてあ

りがたいです。北九州マラソンに向けて頑張るぞ」 

★山下克彦さん（写真右下ゼッケン２６０）「月例

開催は助かっています。マラソンの練習になってい

ます」★林信太郎さん（ゼッケン２８８）「フルマ

ラソンの練習になっています。良い機会です」 

★ 大城政樹さん（写真左下）「会場変更もありましたが、フル出場です。

北九州、ガンバリます」 

のおがた新春マラソンは辞めて月例マラソンに 
 今年の県連盟総会でコロナ禍において不特定多数を対象とした行事をすることは、感染拡大

のリスクが高くなると同時に、感染対策も大変になることから、今後「のおがた新春マラソン」

は開催しないことを決めました。今後は月例マラソンを中心とした活動にします。 

 

《役員だより》北京冬季オリンピックまであと２か月足らずですが中国政府による人権侵害問

題で「政治的ボイコット」なるものが論議されています。思い返せば１９８０年のモスクワオ

リンピックで西側諸国は大会そのものをボイコット、その意趣返しで１９８４年のロサンゼル

スオリンピックを東側諸国はボイコットしました。オリンピックの政治利用、大規模化、IOC の

金権体質等、オリンピックは岐路に立たされています（渕上） 
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